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事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

平
成
30
年
6
月
28
日
以
降
の
台
風
第
7

号
や
梅
雨
前
線
の
影
響
に
よ
っ
て
、
西
日

本
を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
発
生

し
た
豪
雨
（
気
象
庁
「
平
成
30
年
7
月
豪

雨
」
）
は
、
6
月
28
日
か
ら
7
月
8
日
ま

で
の
総
降
水
量
は
四
国
地
方
で
1
8
0
0

㎜
、
東
海
地
方
で
1
2
0
0
㎜
を
超
え

（
図
1
参
照
）
、
7
月
の
月
降
水
量
平
年
値

の
2
～
4
倍
と
な
る
地
域
も
あ
っ
た（

（
（

。
こ

の
大
雨
に
よ
っ
て
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水

害
、
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
、
死
者
・
行

方
不
明
者
は
（
府
（3
県
で
2
3
0
名
を
超

え
、家
屋
、道
路
、鉄
道
、公
共
土
木
施
設
、

農
業
・
林
業
施
設
等
に
も
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
た（

2
（

。

　

土
木
学
会
で
は
、
会
長
を
団
長
と
し
た

KOBAYASHI Kiyoshi（写真右）
1978年京都大学大学院工学研究科土木工学専攻修
了、京都大学助手を経て1987年鳥取大学に勤務。
1996年より現職　

SHIMIZU Norikazu（写真左）
1981年神戸大学大学院工学研究科土木工学専攻修
了、神戸大学助手を経て1992年山口大学に勤務。
2000年より現職。
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西
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団
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す
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調
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図1　�期間降水量分布図（6月28日0時～7月8日24時、参考文献（1）から転載）

愛媛県 西条市
成就社 965.5㎜

高知県 安芸郡馬路村
魚梁瀬 1852.5㎜

兵庫県 篠山市
後川 617.0㎜

長崎県 雲仙市
雲仙岳 697.5㎜

佐賀県 佐賀市
北山 904.5㎜

福岡県 福岡市早良区
早良脇山 859.0㎜

広島県 山県郡安芸太田町
内黒山 570.5㎜

岡山県 苫田郡鏡野町
恩原 565.5㎜

鳥取県 八頭郡智頭町
智頭 537.0㎜

京都府 福知山市
坂浦 594.5㎜

岐阜県 郡上市
ひるがの 1214.5㎜

写真1
説明を受ける小林会長（右
写真中央）と調査団（倉敷市
真備町小田川箭田橋付近）
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特
別
調
査
団
を
結
成
し
（
表
1
参
照
）
、 

8
月
4
日
に
岡
山
県
、
お
よ
び
、
広
島
県

の
被
災
地
を
視
察
し
た
。
視
察
箇
所
は
、

倉
敷
市
真
備
町
高
梁
川
系
小
田
川
氾
濫
に

よ
る
浸
水
域
、
お
よ
び
、
堤
防
決
壊
箇
所

と
緊
急
対
策
工
事
現
場
、
さ
ら
に
、
広
島

市
安
芸
区
県
道
34
号
線
昭
和
入
口
交
差
点

付
近
、
お
よ
び
、
同
区
矢
野
東
梅
河
団
地

（
土
石
流
に
よ
る
被
災
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
被
害
は
、
7
月
5
～
7
日
の
雨
が
も
た

ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
土
木
学
会
中
国
支

部
で
は
7
月
9
日
に
緊
急
災
害
調
査
団

（
6
グ
ル
ー
プ
）
を
発
足
し
、
被
災
直
後
か

ら
調
査
を
行
っ
て
い
る（

3
（

。

　

会
長
特
別
調
査
団
は
視
察
後
、
広
島
市

内
に
お
い
て
、
中
国
支
部
調
査
団
の
メ
ン

バ
ー
と
合
流
し
て
記
者
発
表
を
行
い
、
当

日
の
視
察
内
容
、
お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
結
果
を
説
明
し
た（

3
（

。 

　

な
お
、
中
国
支
部
以
外
の
地
域
に
お
い

て
も
各
支
部
調
査
団
を
結
成
し
精
力
的
に

調
査
に
あ
た
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
が
ま

と
ま
り
次
第
報
告
会
で
公
表
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

図2　倉敷市真備町浸水推定図（提供：国土交通省中国地方整備局）

団　長 小林 潔司 土木学会 会長（京都大学 教授）
副団長 清水 則一 土木学会 中国支部長、土木学会中国支部西日本豪雨災害

調査団総団長（山口大学 教授）
団　員 淺見 郁樹 土木学会 副会長、防災減災・災害復興担当（東日本旅客

鉄道（株））
堀 智晴 土木学会 社会支援部門主査理事（京都大学 教授）
清水 康行 土木学会・水工学委員会委員長（北海道大学 教授）
勝見　武 土木学会・地盤工学委員会委員長（京都大学 教授）
前野 詩朗 土木学会中国支部、西日本豪雨災害調査団 岡山河川グ

ループ団長（岡山大学 教授）
土田　孝 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島土砂

グループ団長（広島大学 教授）
小松 利光 土木学会 水工学委員会 顧問（九州大学 名誉教授）
塚田 幸広 （公社）土木学会 専務理事

協力者 河原 能久 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島河川
グループ団長（広島大学 教授）

田中 健路 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島河川
グループ（広島工業大学 准教授）

森脇 武夫 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島土砂
グループ（広島工業大学 教授）

加納 誠二 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島土砂
グループ（呉工業高等専門学校 教授）

橋本 涼太 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 広島土砂
グループ（広島大学 助教）

藤原 章正 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 生活イン
フラ被害グループ団長（広島大学 教授）

鈴木 素之 土木学会中国支部、西日本豪雨災害合同調査団 山口グ
ループ団長（山口大学 教授）

表1　会長特別調査団構成

小田川等の堤防決壊によ
り、介護施設、病院、学校
等が浸水し、浸水深は最
大で約5m※1に達したもの
と推定されます。

氾濫状況
（高梁川水系小田川）

※1： 国土地理院による推定
では約4.8m。岡山河川
事務所による痕跡調査
結 果では約5.2m、土
木学会の災害調査団
による調査では約5.4m
と推定されている。

国土地理院公表資料を基
に作成

※ 数値等は速報値のため、
今後の精査等により変更
する場合があります。
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写真3
小田川箭田橋付近（上：氾濫時（提供：
国土交通省中国地方整備局）。右：視
察当日小田川右岸から左岸緊急対策工
事現場を望む。小田川河川内植生伐採
工事中）

写真4
県道34号線昭和入口交差点
付近から広島熊野道路（高架）
を望む（左：写真右の河川（中
央植生右）が土石流で埋まり左
の道路にあふれる。右：広島熊
野道路付近。残された被災車
両がみえる）

図3
土砂災害を受けた広島市
安芸区の視察箇所（上：国
道34号線昭和入口交差点
付近の被災、右：梅河団地
の被災）（図はいずれも土
田孝教授（広島大学）提
供）

写真2
緊急対策工事（上：小田川支流高馬川、
上流方向を臨む。左：小田川左岸）

小田川左岸3k400付近の堤防決壊
のほか、支川の高

た か

馬
ま

川
が わ

（県管理区
間）においても2カ所で堤防が決壊
し、多数の家屋等が浸水しました。

※ 数値等は速報値のため、
今後の精査等により変
更する場合があります。

7月8日 15：00頃

深刻な住宅の損傷
土砂の流出範囲

広島熊野道路（高架）

浅田病院方向
へ急な上り坂

県道34号線

県道34号線 交差点
昭和入口

浅田病院

土石流

土石流

土石流

土石流

呉市焼山方面

熊野町

広島市
矢野
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写真5　�熊野道路基礎部の被災（上：河川を流下した土石流が基礎
部分をえぐる、下：路面流出によってむき出しとなった埋設物）

写真8　�記者発表の様子（上：あいさつする小林会長、下：説明
風景）

写真９　国土交通省中国地方整備局表敬訪問

写真6
�梅河団地被災状況（上：写真の右側（治
山ダム方向）から土石流が押し寄せる。
下：土砂で埋まった治山ダム）

写真7
梅河団地土石流流出跡（上：治山ダム
側から団地方向（土石流流下方向）を
望む。左：団地から治山ダム方向を望む。
背後の山に土石流の痕跡が残る）
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